
広報ちとせ12月号 ２３ 広報ちとせ12月号

ま
ず
、
市
が
平
成
14
年
度
か
ら
行
っ
て

き
た
、
財
政
健
全
化
対
策
に
つ
い
て
、
各

年
度
の
取
組
と
、
そ
の
成
果
を
、
私
た
ち

の
ま
ち「

千
歳
丸」

の
航
路
の
順
番
に
ご

紹
介
し
ま
す
。（

各
年
度
の
対
策
は
、
次

年
度
に
向
け
た
も
の
で
、
成
果
の
数
値
は

予
算
づ
く
り
の
結
果
で
す）

国
の
改
革(

三
位
一
体
の
改
革)

に
よ
り
、
大

幅
に
カ
ッ
ト
。
あ
ら
た
め
て
平
成
16
年
度
に
、

以
後
５
年
間
の
動
向
を
見
通
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
累
計
１
１
６
億
円
の
赤
字
が

予
想
さ
れ
る
ば
か
り
か
、
平
成
18
年
度
に
は
、

夕
張
市
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
財
政
再
建
準

用
団
体
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
し
た
。

つ
ま
り
対
策
を
何
も
し
な
い
で
い
る
と
、

今
年
度
に
、
ま
ち
が「

倒
産」
す
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
て
い
た
の
で
す
。

そ
こ
で
市
は
、
平
成
16
年
度
に
市
の
全
事

業
の
洗
い
直
し
を
行
い
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん

市
の
事
業
は
、
市
民
の
く
ら
し
に
直
接
関
わ

る
も
の
で
す
。
見
直
し
の
方
針
に
つ
い
て
は
、

市
長
が
先
頭
に
立
ち
、

「

市
民
懇
談
会」

な
ど

の
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
通
じ
て
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
理
解
を
求
め
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
全
３
３
３
事
業
か
ら
１
３
７
事
業

を
洗
い
出
し
、
こ
れ
ら
を
見
直
し
た
結
果
、

目
標
を
上
回
る
８
億
１
千
万
円
の
節
約
を
達

成
し
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
こ
の
姿
を
５
年
間

継
続
す
る
こ
と
で
40
億
円
、
そ
の
ほ
か
の
要

因
も
含
め
て
、
１
１
６
億
円
の
赤
字
を
、
70

億
円
ま
で
縮
め
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
す
。

さ
ら
に
、
平
成
17
年
度
は
、
７
億
３
千
万

円
の
成
果
が
得
ら
れ
、
今
年
度
の
見
通
し
で

は
、
平
成
21
年
度
ま
で
に
累
計
赤
字
を
31
億

円
に
ま
で
抑
え
る
こ
と
が
見
込
め
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
で
、

い
ま
の
段
階
で
ま
ち
が
倒
産
す
る
こ
と
は
、

回
避
で
き
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

こ
れ
ま
で
の
財
政
航
路

●市の各部署の予算を、一律、

前年度から５％カット ●市の仕事

を民間にお願いしている「委託料」

を、一律、前年度から10％カット

●市の貯金(基金)の取り崩しなど

しかし･･･

つかうお金を７億３千万円節約

入るお金が４億８千万円減少

つかうお金を11億１千万円節約

入るお金が４億７千万円減少

つかうお金を５億３千万円節約

入るお金が２億円増加

全１３７事業を総見直し

７
お
く
え
ん
も

が
っ
ば
っ
た
の
に…

利
用
者
の
少
な
い
施

設
も
閉
鎖
し
ま
し
た

●会社などの事業系廃棄物処理手数

料の見直し　●職員の駐車場やパークゴル

フ場の有料化 ●市職員の人件費の抑制 ●東

京事務所・支笏湖青少年研修センターの閉鎖　

●はり・きゅう助成、融雪施設設置費助成の

終了 ●バス・浴場利用助成、敬老年金支給

の見直し ●各種イベント補助の見直しなど

●ごみの排出を抑え、資源として

循環させる「循環型社会」に向けた家庭ご

みの有料化による効果 ●使う方・使わな

い方の税負担の公平性を考えた公共施設使

用料の見直し　●市職員の人件費の抑制

●民間のノウハウを公共施設に取り入れ

る「指定管理者制度」の導入による効果

度重なる大幅な地方

交付税の削減を考え

て、今後の財政状況

を見直した結果、平

成21年度までに累計

１１６億円の累計赤

字が見込まれました。

このままでは、平成

18年度に「千歳丸」

は「転ぷく」する羽

目に･･･。そこで、財

政健全化対策そのも

のを見直し、新たに

平成17年度を「財政

健全化元年」

と位置づけ

ました。

ま
ち
の
倒
産
を
回
避

バ
ブ
ル
経
済
が
崩
壊
し
た
と
い
わ
れ
る

平
成
２
年
度
以
降
も
、
人
口
や
住
宅

戸
数
の
増
加
、
企
業
の
進
出
な
ど
の
お
か
げ

で
、
市
の
財
政
の
源
で
あ
る
市
税
の
収
入
は
、

順
調
に
増
加
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
が
平
成
14
年
度
か
ら
一
転
し
、
平
成

15
年
度
に
は
、
10
年
前
と
同
じ
税
収
へ
激
減
。

こ
の
ま
ま
で
は
、
平
成
19
年
度
ま
で
に
、
累

計
１
２
０
億
円
の
赤
字
に
な
る
と
い
う
危
機

感
が
生
ま
れ
た
の
で
す
。

市
は
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
平
成
14
年

度
か
ら
財
政
健
全
化
対
策
を
掲
げ
、
市
の
貯

金
に
あ
た
る「

基
金」

を
崩
し
な
が
ら
、経
費

の
節
減
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
税
収
の
減
を
お
ぎ
な
う
は
ず
の

国
か
ら
の
仕
送
り（

地
方
交
付
税）

な
ど
も
、

●市の未利用地の売り払いを強化

●市職員の人件費の抑制　●公共事

業の全般的な見直し　●市の各部署

の予算を、一律、前年度から10％カ

ット　●マルチメディア情報センタ

ー、福祉の店などの閉鎖　●市の貯

金(基金)の取り崩しなど

国の改革による
仕送り(地方交付税)
の大幅なカット

市税収入の落ち込み

国からの仕送り
(地方交付税)がカット
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国
か
ら
の
仕
送
り
を
頼
ら
な
い
ま
ち
。

す
な
わ
ち
東
京
都
の
よ
う
な
地
方
交
付
税

の「

不
交
付
団
体」
に
な
ら
な
い
限
り
、

「

健

康
に
な
っ
た」

と
、
は
っ
き
り
い
う
こ
と

が
で
き
な
い
の
が
現
時
点
の
状
況
で
す
。

と
り
あ
え
ず
は
、
高
波
を
乗
り
越
え
た

「

ま
ち
の
財
政
航
路」

。
そ
れ
で
も
海
の
シ

ケ
が
完
全
に
治
ま
る
の
は
ま
だ
先
の
よ
う

で
す
。

「

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下」

を
抑
え
る
た

め
に
、
こ
れ
か
ら
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
と

と
も
に
考
え
、
協
力
し
あ
い
な
が
ら
、
真

に
健
康
な
ま
ち
を
目
指
し
て
、
一
緒
に
舵

を
取
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

来
年
度
は
、
一
般
財
源
に
約

12
億
円
の
財
源
不
足
が
予
想

さ
れ
ま
す
が
、
８
億
円
を
貯

金
か
ら
ま
か
な
い
、
４
ペ
ー
ジ
の
上
の
図

の
よ
う
に
、
４
億
円
の
成
果
を
生
み
出
す

こ
と
で
、
こ
の
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。

４
億
円
を
生
み
出
す
対
策
は
左
の
表
の

と
お
り
で
す
。
市
の
職
員
の
人
件
費
を
抑

え
た
り
、
市
役
所
内
部
で
の
節
約
を
徹
底

し
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
民
間
の
力
を
か

り
て
、
公
共
施
設
の
管
理
・
運
営
費
の
節

約
を
す
る「

指
定
管
理
者
制
度」

に
つ
い

て
も
、
今
年
度
に
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

節
約
以
外
に
は
、
税
金
な
ど
を
払
っ
て

く
れ
な
い
方
に
対
す
る
対
応
を
強
め
た

り
、
市
の
土
地
の
売
り
払
い
も
積
極
的
に

努
め
ま
す
。
新
し
い
試
み
と
し
て
は
、
市

の
建
物
な
ど
に
、
会
社
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル

を
の
せ
る
と
い
っ
た「

広
告
料
収
入」

に

も
取
り
組
み
ま
す
。

財
政
健
全
化
対
策
は
、
お
金
だ
け
の
問

題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
み
ん
な
の
財
産
を
、

ど
う
や
っ
た
ら
上
手
に
つ
か
え
る
か
を
考

え
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

今
後
も
、
財
政
情
報
を
進
ん
で
お
知
ら

せ
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

真
に
健
康
な

ま
ち
を
目
指
し
て‥

‥
健
全
化
を
進
め
る
理
由

こ
れ
ま
で
の
財
政
健
全
化
対
策
の
成
果

や
、
税
金
の
制
度
改
革
な
ど
に
と
も
な
う

市
税
収
入
の
回
復
な
ど
、
今
後
の
ま
ち
の

財
政
に
も
お
だ
や
か
な「

き
ざ
し」

が
見

え
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
取
り
崩
し
て

き
た
貯
金(

基
金)

に
つ
い
て
も
、
積
立
に

よ
り
回
復
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、「

ま
ち
の
倒
産
を
回
避
し
た」

と
い
え
ど
も
、「

ま
ち
が
健
康
に
な
っ
た

(

健
全
化
が
達
成
し
た)」

と
は
い
い
き
れ

ま
せ
ん
。

市
の
財
政
は
、
依
然
と
し
て
国
か
ら
の

仕
送
り
を
頼
り
に
し
て
い
ま
す
。
市
が
自

由
に
使
え
る
お
金「

一
般
財
源」

の
う
ち
、

国
か
ら
の
仕
送
り
に
あ
た
る「

地
方
交
付

税
な
ど」

が
占
め
る
割
合
は
２
割
。
約
46

億
円
に
も
の
ぼ
り
ま
す
。(

平
成
18
年
度

予
算
か
ら)

こ
の
地
方
交
付
税
は
、
い
ま
だ
に
減
っ

て
き
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
の
水
準
で
減
り

続
け
る
と
、
平
成
18
年
度
の
財
政
健
全
化

対
策
を
行
っ
て
も
、
平
成
21
年
度
ま
で
に

31
億
円
の
財
源
不
足
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

ま
た
、
地
方
交
付
税
制
度
の
抜
本
的
な

見
直
し
が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
後
の
見
通
し
は
、
不
確
か
な
も
の
と
い

わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

つ
ま
り
国
の
動
向
に
よ
っ
て
は
、
こ
れ

ま
で
の
努
力
や
貯
金
さ
え
も
吹
き
飛
び
、

簡
単
に
平
成
16
年
度
当
時
の
状
況
に
後
戻

り
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
の
で
す
。

より詳しいパンフ

レットを用意しま

した。

三位一体の改革
【さんみいったいのかいかく】

民間の「倒産」にあたる状態。

財政運営が国の厳しい管理下

におかれ、市民への行政サー

ビスが極端に低くなる。例え

ば、道路や学校などの公共施

設が壊れても修復できないと

いった状態になる。(千歳市は

赤字が38億円を超える場合)

財政再建準用団体
【ざいせいさいけんじゅんようだんたい】

法律上、つかい道が特定され

ず、どのような経費にもあて

ることができる財源。市税、地

方交付税が大半を占める。逆

に武道館の使用料などは、施

設の運営につかわれる「特定

財源」と呼ばれるが、これのみ

でまかなえない部分を一般財

源がおぎなっている。

一般財源
【いっぱんざいげん】

市税収入などが多く、国から

地方交付税を得ていない団

体。道内では泊村のみ。財政

力指数が１以上の団体がこれ

にあたる。(千歳市は0.763※全

国で千歳市と同じ規模「人口

８～13万人・第３次産業65％

以上」の団体の平均は0.71)

不交付団体
【ふこうふだんたい】

財政課で

配布しますので、

ぜひ、一度ご覧ください。

財政を読み
解くための

キーワード

新長期総合計画「21☆千歳きらめきプラン」の５つの目標にそって
財政状況が苦しいなかでも、将来を見据えた新しい取組を進めてきました。

●財政 守くんの正体は

総務部
財政課財政係です
(24)０５４１

ホームページもご覧ください

http://www.city.chitose.

hokkaido.jp/zaisei/index.htm

市税収入の確保

未利用市有地の有効利用

広告料収入の確保など

【歳出削減
に向けた取

組】

4億823万5千円

【歳入確保
に向けた取

組】

人件費の抑制

内部管理費の抑制など

市民、民間企業など

との連携協力

公共施設などの見直し

道路、学校の建設や

修復などの経費の抑制

平成20年度の予算

にむけた見直し

指定管理者制度導入

などによる抑制

そのほかの取組

9,823万5千円

2億5,000万円

6,000万円

平成18年度
対策の内容

平成14年に方針が決められ

た、国の構造改革。「地方でで

きるものは地方にゆだねる(地

方分権)」を原則としたもので、

地方交付税などを大幅に削減

するとともに、国から地方へ

と税源を移すというもの。

平成19年度
予算に向けた

ま
る
で「

数
字
の

マ
ジ
ッ
ク」

み
た
い

「

キ
テ
ま
す」

イ
イ
意
味
で…

そんなことはありません。もともと「財政」と
は、限られた市のお金を、「どうつかえばみん
なの幸せにつながるか」を考えて配分すること
ですから、必要なことにはもちろんつかいます
し、将来のことを考えて、新しいことにもつか
っています。財政健全化期間中のこれまでも、
市の大きな計画にもとづいて、つぎのような取
組を実際に行ってきました。

参加と連携による
都市づくり

魅力と活力あふれ
る都市づくり

学びあい心ふれあ
う都市づくり

安全で人と地球にや
さしい都市づくり

心がかよい幸せ感
じる都市づくり

行政改革・行政評価の推進 JR千歳駅周辺整備事業 小中学校の増設や改修整備 ダイオキシン対策の推進

千歳駅市民サービスセ
ンターの開設

都市経営会議の設置

千歳市の教育を考える
市民会議の設置

指定管理者制度の導入

市民協働推進条例づくり

電線類地中化事業

道道泉沢新千歳空港線
の開通

アウトレットモール｢レラ｣
内に情報発信ブースを開設

道の駅のオープン

新千歳空港国際線旅客タ
ーミナルの新設を決定

国際交流などのグローカ
ルスクール活動への助成

学校プールの改修

市民文化センターのリニ
ューアル

市民活動交流センター
「ミナクール」の開設

市営住宅の建て替え

高齢者向け優良賃貸住宅
制度の導入

アスベスト対策の実施

自主防災組織の支援

ＡＥＤ(自動体外式除細動
器)の導入

公園緑地の整備

大和地区の老人ホーム
やケアハウスの建設

子育て総合支援センター
の計画着手

「つどいの広場」開設

「子育て支援ガイドブッ
ク」の作製

北陽小学童クラブの開設

いずみさわ児童館の開設

児童館の日曜開館

社会福祉協議会の施設機
能を充実

障害者支援センターの開設

ちなみに、いまの市長が３年前の選挙の時に
皆さんにした約束(公約)は、全110項目のうち
８割を超える項目がすでに進行中です。この
中には「まちを倒産させない」という約束もあ
って、ここまできたんですよ。

せつやくしてても、子育て
のお手伝いなんかは、すす
めているんですね。

い
っ
し
ょ
に

が
ん
ば
り
ま
し
ょ
ー

４
億
円
の
せ
つ
や
く

っ
て
い
っ
て
も
ス
ゴ

イ
こ
と
で
す
ね
。

話
に
つ
い
て
こ
れ
る

さ
く
ら
ち
ゃ
ん
も
ス

ゴ
イ
で
す
け
ど
ね…ホ

ン
ト
に
小
学
生
？

できるだけ安全な航路を進んでいくた

めに、今後も引き続き財政健全化の帆

を掲げていきます。平成19年度は４億

円。20、21年度は３億円を積み上げる

などの対策により、財源不足の31億円

の解消に努めます。


